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夏カ
モ
ー
ン
！

目次

P２ 今年の議会モニターさん
P４ 町政を問う　一般質問
P14 追跡　一般質問のその後
P16 議会が動く！
　　 町民の声を町の政策につなげる



　

芽
室
町
議
会
で
は
毎
年
20
人
の

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
を
募
集
し
、

議
会
や
町
に
対
す
る
ご
意
見
を
お

聞
き
し
、
議
会
の
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
20
人
の
モ
ニ
タ
ー
さ
ん

に
は
、
議
会
傍
聴
を
は
じ
め
、
年

３
回
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
参

加
、
ま
た
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
対
す
る

意
見
や
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

意
見
や
提
案
を
出
し
て
も
ら
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ま
り
身

近
で
な
か
っ
た
議
会
を
、
知
っ
て
、

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
も
目
的
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
が
、
ま
ち

づ
く
り
に
声
を
出
し
、
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
声
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
活
か
す
こ

と
が
私
た
ち
議
会
の
仕
事
で
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
今
後
の
活
動

は
、
紙
面
で
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

新
モ
ニ
タ
ー
20
人
決
定
！

議
会
は
町
民
の
声
を
聴
き

議
会
の
改
革
・
活
性
化
、

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
ま
す
！

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
る

町
民
の
声
、
ア
イ
デ
ア
、
発
想

ど
れ
も
宝
の
山

　

７
月
21
日
、
中
央
公
民
館
で
今
年
度

初
め
て
と
な
る
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
15
人
、
議
員
15
人
が
４
テ

ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
議
会
が
政
策
形
成
サ
イ
ク

ル
に
則
っ
て
調
査
を
深
め
る「
町
の
政
策
・

事
業
」（
16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

に
つ
い
て
、
住
民
視
点
に
立
っ
た
率
直

な
声
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
の
視
点
で
は「
人
を
呼
ぶ
素
材

は
あ
る
の
に
活
用
で
き
て
い
な
い
」「
流

行
を
察
知
し
、
他
よ
り
も
先
が
け
た
素

早
い
行
動
力
が
ほ
し
い
」と
い
っ
た
厳

し
い
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第１回

議会
モニター
会議

７月
21日

レポート

　再任されました。前
年度より、議会傍聴等
を多くしたいと思いま
す。

井
原　

有
二
さ
ん

（
西
園
町
）

武
藤　

雅
紘
さ
ん

（
上
伏
古
）

中
捨　

智
也
さ
ん

（
明
友
）

藤
村
八
重
子
さ
ん

（
南
ヶ
丘
東
）

川
野　

陽
美
さ
ん

（
西
園
町
）

岩
佐　

幸
治
さ
ん

（
幸
町
）

廣
田　

由
美
さ
ん

（
東
め
む
ろ
第
３
）

小
林　
　

覚
さ
ん

（
錦
町
）

佐
々
木
玄
徳
さ
ん

（
西
土
狩
）

ご本人の申

し出により、

写真はあり

ません

堀
切
佳
寿
子
さ
ん

（
弥
生
北
町
）

堀
井　

和
宏
さ
ん

（
高
岩
）

松
岡
み
ち
よ
さ
ん

（
北
伏
古
）

高
桑　

衣
佳
さ
ん

（
桜
木
町
）

高
道　
　

豊
さ
ん

（
東
報
徳
）

山
川　

昌
則
さ
ん

（
北
伏
古
）

木
村　

真
之
さ
ん

（
上
美
生
町
）

加
藤　

順
子
さ
ん

（
南
が
丘
東
）

鳥
本　

和
宏
さ
ん

（
上
伏
古
）

長
谷
川　

修
さ
ん

（
西
園
町
）

小
森　

豊
弘
さ
ん

（
東
め
む
ろ
第
２
）

第１回モニター会議の写真です

　議会モニターを１年間参加して
みて、議員の皆さまの日ごろの活
動がよく分かりました。また、議
会と行政の関係を理解したうえで、
議会からの提言の必要性を感じま
した。まだまだ勉強不足ですが、
町民としての意見を言えるよう一
年間勉強していきたいと思います。

　一町民としてまちづ
くりに参加している実
感を得たいです。一年
間よろしくお願いしま
す。

　昨年度はとても有意
義な経験をすることが
できました。今年もみ
なさんと話し合える機
会を楽しみにしていま
す。

　２年目ですが、まだ
議会に参加できていな
いので、参加すること
を目標にモニターとし
て協力できたらなと思
っています。

　積極的な議会活動を、
どうやったら町民に伝
えやすくなるのか、一
町民として協力できれ
ばと思っています。

　まちづくりや議会の
運営について、自分の
意見をしっかり持ち、
発言できるように１年
間務めたいと思います。

　昨年に引き続き、モ
ニターをさせていただ
きます。芽室町や議会
のことを発信する手伝
いができればと思いま
す。

　モニター２年目とな
りました。昨年はなか
なか会議、研修に参加
できませんでしたので、
今年は町、行政、議会
に向き合って良い一年
にしたいと思います。

　芽室町をより住みよ
いまちにするため、ま
ち・ひと・しごと創生
総合戦略の取り組みに
期待しております！

　一芽室町民として、
行政、議会をより知る
貴重な機会にしていき
たいと思います。

　芽室町生まれですが、
あまり芽室のことも知
りませんので、これを
機会に勉強させてもら
いたいと思っています。

　今まで議会のことが
よく分かっていなかっ
たので、議会の傍聴や
議会だよりを見て、率
直に意見を言っていき
たいです。

　自分が議会と行政の
懸け橋になり、より良
い町になるように頑張
ります。

　議会だよりや、ホーム
ページを活用して、議員
の質問や理事者側の回答
などをチェックし、町民
目線で、議会が正しく運
営されているかモニター
したいと思います。

　何も分かりませんが、
議会について勉強して
いきたいと思います。

　町や議会のことをま
だ理解していないとこ
ろも多いですが、知る
良い機会として、役割
を果たせるよう頑張り
ます。

　少しでも芽室町の活
性化にお役に立てるこ
とがあればと参加しま
した。楽しんで活動し
ていきます！

　芽室町は町民の声を
聞く機会をよく設けて
います。その町民の声
がどう町づくりに反映
されているか見てみた
いです。

　議会モニターを初め
てさせていただきます。
どのように町政が行わ
れているかを学びたい
と思います。

ご紹介

（新嵐山）

老朽化しているスポーツ

施設を整備して、スポー

ツ合宿誘致をしてみ

ては？　　　　

（社会体育施設）

プールの建て替え、修繕

は寒冷地仕様が必須条

件である。　　

（農村地域公共交通）

農村地域から市街地に移

り住んでもらう視点も

あっていい？

（農村地域公共交通）

農村地域の交通弱者は高

齢者だけでなく、

高校生も同じ。

（公立芽室病院）

定住促進と併せて

病院運営を

考えては。

（新嵐山）

町民のための施設なのか、

町外の人を呼び込む施設

なのかコンセプト

が不明確…　

（商店街の活性化）

芽室にしかないものを売

る。人を呼び込むため

の仕掛けをする。

（高齢者福祉）

高齢者が活動する組織を

充実する。趣味も含めて、

健康増進、地域貢献に

つながる。　　

今年の議会モニターさん
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平成29年６月定例会議一般質問町政を

問う

目次
P.５　立川　美穂 議員
　①市街地におけるゴミステーションのあり方について
　②�「給食日本一のまち」を目指した、あらゆる世代への良質な給食提供に
ついて

P.６　渡辺洋一郎 議員
　①移住・定住施策の取組みについて

P.７　中村　和宏 議員
　①教員の多忙化の実態と今後の方策について

P.８　吉田　敏郎 議員
　①芽室町の課題解決における地域おこし協力隊員の活用について

P.９　正村紀美子 議員
　①めむろ版ネウボラと発達支援システムの今後のあり方について
　②長期継続契約の課題と今後の運用について

P.10　梶澤　幸治 議員
　①農業の振興について
　②武道の練習場の確保について

P.11　梅津　伸子 議員
　①広島・長崎の被爆者が訴える核兵器禁止・廃絶への支援強化を
　②子どもの交通安全対策について

七
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
個
人
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
町
長
な
ど
に

求
め
、
町
が
住
民
の
た
め
の
適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
年
４

回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
議（
６
・
９
・
12
・
３
月
）で
一
般
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町政を

問う

　

６
月
15
日
、
16
日
。
６
月
定
例
会
議
で
７
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
議
員
が
思
う
町
政
に
対
す
る
課
題
や
考
え
を
質
問
し

ま
し
た
。

　

本
紙
で
は
、
各
議
員
の
質
問
内
容
と
、
町
な
ど
か
ら
の

答
弁
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問

住
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
箱
型

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
助
成

事
業
へ
向
け
た
検
討
を
進
め
る

時
期
と
考
え
る
が
見
解
は
。

②
町
民
と
町
と
の
間
の
ゴ
ミ
収

集
に
対
す
る
委
託
関
係
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
資
源
ご
み
を
持

ち
去
る
業
者
に
対
し
て
法
的
な

根
拠
を
持
っ
た
対
応
が
で
き
る

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

現
在
、
箱
型
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
は
共
同
住
宅
や

私
有
地
に
限
ら
れ
、
設
置
費
用

の
助
成
は
な
く
、
利
用
さ
れ
る

住
民
の
皆
さ
ん
で
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
設
置

場
所
が
な
い
町
内
会
等
と
の
公

平
性
、
設
置
す
る
こ
と
に
よ
る
、

外
部
か
ら
の
ご
み
の
不
法
投
棄

防
止
や
ご
み
の
滞
留
等
に
よ
る

環
境
悪
化
の
危
険
性
の
お
そ
れ

か
ら
、
従
来
の
ネ
ッ
ト
に
よ
る

助
成
継
続
を
基
本
と
し
て
、
町

内
会
等
か
ら
ご
相
談
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
引
き
続
き
個
別
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

②
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
は
減

少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
専
門
家
の
見
解
を
求
め
な

が
ら
、
ご
み
の
減
量
化
、
資
源

化
、
適
正
処
理
に
よ
る
資
源
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
組
む
考
え
で
す
。

問

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
は
、
町
内
会
連
合
会
か
ら

も
、
購
入
費
用
の
助
成
を
検
討

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
書
が

今
年
出
さ
れ
た
。
動
物
に
荒
ら

さ
れ
な
い
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い

日
常
生
活
を
送
り
た
い
と
い
う

の
が
地
域
住
民
の
一
番
の
願
い

で
は
な
い
の
か
。
箱
形
を
設
置

で
き
る
よ
う
に
現
在
の
場
所
に

つ
い
て
の
検
討
も
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
町
内
会
未
加
入

者
が
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用

す
る
こ
と
へ
の
地
域
の
見
解
も

一
律
で
は
な
い
。
町
が
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
対
し

要
綱
を
定
め
る
等
の
対
応
が
今

後
必
要
と
な
る
の
で
は
。

答

町
内
会
連
合
会
か
ら
箱
型

の
要
望
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
出

て
い
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
の
全
額

補
助
の
要
望
で
す
。
ま
た
、
動

物
に
よ
る
ご
み
の
飛
散
等
は
、

ネ
ッ
ト
の
運
用
が
十
分
で
な
い

こ
と
が
原
因
で
す
。
今
後
は
他

自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市街地におけるゴミステーションのあり方
についてどう考えているか
町長／従来のごみネットへの助成継続を基本として、町内会等からご相談が
　　　あった場合には、引き続き個別対応させていただく考えです。 立川　美穂 議員

一般質問
を終えて

箱型ゴミステーションは法律に抵触しない場所に設置することで課題解決に向かいます。町有地や私有地など適した場所に設置できるように地域と協
議を進めるべきと考えます。地域高齢者の健康寿命延伸には「食」は重要な位置づけにあると考えます。「食の町」芽室町らしい施策の推進を期待します。

問

①
地
域
高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
献

立
内
容
は
調
理
委
託
業
者
へ
一

任
さ
れ
、
町
の
管
理
栄
養
士
が

栄
養
面
で
の
指
導
な
ど
に
関
わ

っ
て
い
な
い
。

　

高
齢
者
が
食
を
通
じ
、
よ
り

長
く
、
健
康
で
自
分
ら
し
い
生

活
を
過
ご
す
た
め
に
、
国
の
指

針
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
が
町

内
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
者
に
対
し
食
育
を
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

②
多
様
な
世
代
の
町
民
の
食
に

携
わ
る
栄
養
士
が
連
携
し
、
各

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
良
質
な
給

食
提
供
を
行
う
こ
と
で「
食
の

宝
庫
芽
室
町
」が
全
国
に
周
知

さ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か

答

①
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
決
定

に
あ
っ
て
は
、
健
康
状
態
に
よ

り
一
般
食
と
治
療
食
の
ど
ち
ら

が
適
切
か
を
判
断
し
て
お
り
、

治
療
食
に
つ
い
て
は
管
理
栄
養

士
を
配
置
す
る
町
外
事
業
者
に
、

一
般
食
が
適
切
な
方
へ
は
、
町

内
の
２
事
業
者
の
献
立
か
ら
選

ん
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
町
の
管
理
栄
養
士
が
指
導

に
関
わ
っ
て
い
な
い
状
況
に
つ

い
て
は
、
一
般
食
で
あ
る
が
ゆ

え
の
取
り
扱
い
で
す
。

②
平
成
17
年
の
食
育
基
本
法
制

定
を
背
景
に
、
平
成
18
年
か
ら

保
育
所
と
学
校
の
管
理
栄
養
士

及
び
栄
養
士
が
一
堂
に
会
す
る

機
会
と
し
て「
栄
養
業
務
担
当

者
連
絡
会
議
」を
設
置
し
、
年

３
回
会
議
を
開
催
し
、
各
施
設

で
の
現
状
や
課
題
、
取
り
組
み

に
関
す
る
情
報
共
有
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
学
習
会
の

開
催
、
共
同
事
業
の
企
画
立
案

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
、
食
に
関
す
る
意
識
が
高

ま
る
よ
う
、
食
育
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

「給食日本一のまち」を目指した、あらゆる世代への
良質な給食提供についてどう取り組む考えか

町長／今後も食に関する意識が高まるよう、
　　　食育の推進を図ります。

平成29年６月定例会議

（
注
）そ
の
後
町
長
か
ら
町
内

会
連
合
会
か
ら
の
要
望
に
つ

い
て
答
弁
内
容
の
訂
正
あ
り
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平成29年６月定例会議一般質問町政を

問う

一般質問
を終えて

芽室町の豊かな自然や文化を生かして、交流人口を増やすことで町の魅力発信と活性化につながると思います。
誰もが「住み続けたい、住んでみたい」と思えるまちづくりを住民のみなさんと考えていきたいです。

問

①
地
域
の
人
・
モ
ノ
・
環

境
の
魅
力
を
引
き
出
し
て
伝
え

て
い
く「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
」の
推
進
や
情
報
発
信
の

工
夫
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
組
む
考
え
か
。

②
移
住
・
定
住
希
望
者
に
対
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
相
談

窓
口
の
設
置
に
よ
り
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
対
応
が
可
能
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
組
む

考
え
か
。

③
移
住
希
望
者
へ
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
創
設
や
、
定
住
促
進
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実
、
情
報
発
信
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
考
え

か
。

答

①
移
住
・
定
住
を
促
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
芽
室
と
い

う
町
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

第
一
で
あ
り
、
情
報
発
信
の
手

法
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
考
え
は
同
じ
で
す
。
昨
年
度

か
ら
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
概
念
の
導
入
に
つ
い
て
、
セ

ミ
ナ
ー
受
講
や
先
進
地
調
査
な

ど
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、「
町
の
Ｐ
Ｒ
＝
広
報
」

と
い
う
視
点
か
ら
検
討
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
移
住
・
定
住
の

取
り
組
み
は
、
全
庁
的
か
つ
総

移住・定住施策をどう取組む考えか

町長／第５期総合計画の主要課題として今後の方策を
　　　検討していきたいと考えます。 渡辺洋一郎議員

合
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
今
年
度
か
ら
策
定
作
業
に

入
る
第
５
期
総
合
計
画
の
主
要

課
題
と
し
て
今
後
の
方
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
昨
年
度
か
ら
検
討
に
入
っ
て

い
ま
す
が
、
現
状
の
課
題
と
し

て
、
⑴
個
別
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
専
任
職
員
の
配
置
が
必
要

で
あ
る
こ
と
⑵
移
住
体
験
の
条

件
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と

⑶
首
都
圏
と
の
安
定
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
以
上
の
３
点
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
芽
室
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推

進
の
動
向
を
見
据
え
た
全
庁
的

な
合
意
を
早
期
に
確
立
す
る
こ

と
も
念
頭
に
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

③
現
行
の
施
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
平
成
28
年
１
月
に
管

内
全
市
町
村
や
各
関
係
機
関
が

参
画
し
て
設
置
し
た「
十
勝
管

内
移
住
・
定
住
推
進
連
絡
会
議
」

に
お
い
て
情
報
共
有
や
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

問

本
町
の
魅
力
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
認
知
度
、
知
名
度
を

向
上
す
る
た
め
に
は
、
メ
ー
ン

と
な
る
も
の
が
必
要
。
例
え
ば
、

上
富
良
野
町
は「
四
季
彩
の
ま

ち
か
み
ふ
ら
の
」、東
川
町
は「
写

真
の
町
東
川
町
」と
い
う
フ
レ

ー
ズ
を
全
面
に
押
し
出
し
て
い

る
。
芽
室
町
は
何
の
町
だ
と
考

え
る
か
。

答
「
農
業
の
ま
ち
芽
室
町
」と

と
ら
え
て
い
ま
す
。

問

で
は
、
外
部
か
ら
役
場
へ

の
電
話
を
受
け
る
際
に
、「
農
業

の
ま
ち
芽
室
町
で
す
。」と
言
う

こ
と
で
、
す
で
に
１
人
に
対
し

て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
。

答

現
在
全
て
の
電
話
に
対
し

て
そ
う
い
っ
た
出
方
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
電
話
を
く
だ
さ
る

方
の
立
ち
位
置
や
目
的
に
応
じ

て「
農
業
が
基
幹
産
業
の
町
、

芽
室
な
ん
で
す
よ
。」と
い
う
言

い
方
は
よ
く
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

問
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

移
住
に
関
す
る
情
報
が
他
市
町

村
と
比
べ
て
も
少
な
い
と
感
じ

る
が
。

答
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
、

随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
、
時
代
の
流

れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
見
直

し
の
体
制
づ
く
り
を
常
に
検
証

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

交
流
人
口
を
増
や
す
た
め

の
取
り
組
み
は
。

答

今
一
番
力
を
い
れ
て
い
る

の
は「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
等

し
く
生
き
て
い
け
る
町
」だ
と

い
う
こ
と
の
発
信
で
す
。
一
般

的
な
観
光
と
は
違
う
趣
旨
で
す

が
、
特
別
支
援
学
校
の
修
学
旅

行
等
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が

潜
在
的
に
は
う
か
が
え
ま
す
。

問

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向

け
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
、
意
見
な
ど
も
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

答

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
概
念
な
ど
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
変
わ
っ
て
い
く
時
代
に
合

わ
せ
た
計
画
を
ど
う
作
っ
て
い

く
か
、
こ
の
視
点
が
大
切
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

教員の多忙化の実態と今後の方策を
どう考えているか
教育長／定時退勤日や時間外勤務等縮減強調月間等の実施を、
　　　　各学校に対して指導します。

問

①
文
科
省
は
、
平
成
28
年

度
の
教
員
勤
務
実
態
調
査
の
う

ち
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
速
報

値（
ペ
ー
ジ
左
下
参
照
）を
公
表

し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
見

解
は
。

②
本
町
に
お
け
る
部
活
動
の
実

態
、
状
況
に
つ
い
て
見
解
は
。

③
教
員
の
多
忙
化
の
現
状
は
本

町
に
お
い
て
も
重
要
な
教
育
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

①
本
町
に
お
い
て
も
多
忙

化
の
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

教
員
一
人
ひ
と
り
の
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
心

身
と
も
に
健
康
で
、
学
習
指
導

や
生
徒
指
導
な
ど
本
来
の
教
育

活
動
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
顧
問
教
員
は
平
日
１
時
間
30

分
か
ら
２
時
間
、
休
日
は
３
時

間
程
度
、
部
活
動
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
に
お

け
る
部
活
動
は
、
学
校
教
育
活

動
の
中
で
も
大
変
有
意
義
な
も

の
で
す
が
、
そ
の
適
切
な
運
営

に
は
、
第
一
に
顧
問
教
諭
の
理

解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
今
後
も
部
活
動
休

止
日
の
設
定
や
活
動
時
間
の
工

夫
な
ど
の
取
り
組
み
が
実
効
あ

る
も
の
と
な
る
よ
う
、
各
学
校

と
も
連
携
し
、
工
夫
改
善
に
努

め
ま
す
。

③
北
海
道
教
育
委
員
会
に
よ
る

教
職
員
定
数
加
配
や
本
町
独
自

の
施
策
で
あ
る
小
学
校
第
３
、

４
学
年
の
35
人
以
下
学
級
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
へ
の
教
育
活
動
指
導
助
手

の
配
置
な
ど
に
よ
り
教
職
員
の

多
忙
化
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
十
勝
管
内
学
校
職
員

の
時
間
外
勤
務
・
業
務
縮
減
等

推
進
会
議
」で
は
、
時
間
外
勤

務
等
の
縮
減
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
定
時
退
勤
日
や
時
間

外
勤
務
等
縮
減
強
調
月
間
等
の

実
施
を
重
点
目
標
と
し
て
お
り
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
各

学
校
に
対
し
て
そ
れ
ら
の
実
施

を
指
導
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
一
町

村
教
育
委
員
会
で
全
て
解
決
で

き
る
問
題
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

管
内
の
教
育
委
員
会
連
絡
協
議

会
や
北
海
道
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会
を
通
じ
、
機
会
あ
る
ご

と
に
国
や
道
の
教
育
委
員
会
へ

問
題
提
起
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

問

今
後
は
、
国
の
結
果
分
析

中村　和宏 議員

を
待
つ
こ
と
な
く
、
本
町
の
地

域
実
態
に
あ
っ
た
課
題
の
分
析

や
意
識
の
共
有
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答

教
育
委
員
会
で
は
、
年
２

回
学
校
訪
問
を
し
て
お
り
、
各

学
校
の
学
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
そ

の
中
で
、
教
職
員
の
多
忙
化
に

つ
い
て
も
状
況
把
握
を
し
な
が

ら
、
教
育
委
員
会
と
し
て
対
応

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

部
活
動
休
止
日
の
設
定
や

活
動
時
間
の
縮
減
の
取
り
組
み

状
況
は
。

答

部
活
動
の
休
止
日
設
定
に

つ
い
て
は
、
北
海
道
全
体
で
は
、

72
・
３
％
、
活
動
時
間
の
縮
減

に
つ
い
て
は
、
94
・
６
％
の
中

学
校
が
取
組
ん
で
い
ま
す
。（
平

成
28
年
度
）本
町
で
３
つ
の
中

学
校
全
て
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

問

学
校
で
一
日
の
多
く
を
過

ご
す
児
童
・
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
は
、
教
職
員
は
本
当
に
身
近

な
大
人
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

点
か
ら
も
、
も
っ
と
先
生
方
が

児
童
・
生
徒
た
ち
と
向
き
合
う

時
間
、
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答

現
在
教
職
員
は
、
教
科
指

導
、
生
徒
指
導
に
加
え
、
部
活

指
導
や
交
通
安
全
に
関
す
る
指

導
な
ど
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て

い
ま
す
。
複
雑
化
、
多
様
化
す

る
学
校
現
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
解
消
す

る
こ
と
が
、
児
童
生
徒
に
向
き

あ
う
時
間
確
保
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

一般質問
を終えて

児童生徒と向き合う時間の確保が何よりも重要です。本町の実態に合った課題の分析、意識の共存を図ってい
かなければなりません。

平
成
28
年
度
の
公
立
学
校
教

員
勤
務
実
態
調
査
結
果（
文

部
科
学
省
）速
報
値

　

１
週
間
あ
た
り
の
教
諭
の

平
均
労
働
時
間
は
、
小
学
校

で
57
時
間
25
分
、
中
学
校
で

63
時
間
18
分
、
平
日
の
平
均

勤
務
時
間
は
小
学
校
が
11
時

間
15
分
、
中
学
校
が
11
時
間

32
分
。
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ

れ
る
月
80
時
間
以
上
の
残
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
教

諭
は
、
小
学
校
で
３
割
、
中

学
校
で
は
６
割
に
及
ん
で
い

る
現
状
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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平成29年６月定例会議一般質問町政を

問う

めむろ版ネウボラと発達支援システムの
今後の展望は
町長／教育委員会と連携し、発達にサポートが必要な
　　　子どもへの支援体制をさらに充実させていきます。 正村紀美子議員

一般質問
を終えて

町の事業は、税金の再配分の結果です。町民福祉をさらに向上させる事業となるよう、今後もしっかりチェッ
クしていきます。

問

①
今
後「
め
む
ろ
版
ネ
ウ

ボ
ラ
※

」は
ど
の
よ
う
な
事
業
展

開
を
目
指
す
の
か
。

※
ネ
ウ
ボ
ラ
…
妊
娠
期
か
ら
就

学
前
の
子
ど
も
家
族
を
対
象
と

す
る
支
援
制
度

②
公
立
芽
室
病
院
と
子
育
て
施

策
と
の
連
携
強
化
は
進
む
の
か
。

③
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
の
達
成

度
は
ど
の
よ
う
か
。

④
今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開

を
目
指
す
の
か
。

答

①
子
育
て
期
に
お
け
る
支

援
と
し
て
、
一
時
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
や
相
談
・
情
報
提
供
を
す

で
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
め
む

ろ
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
※

で
は
、
子
ど
も
の
権
利

侵
害
と
い
う
視
点
か
ら
児
童
虐

待
予
防
や
早
期
発
見
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
。

※
め
む
ろ
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
…
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
支
援
を
行
な

う
拠
点

②
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
公

立
芽
室
病
院
と
協
議
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

③
個
別
支
援
計
画
や
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
の
作
成
、
幼
稚
園
・

問

①「
芽
室
町
長
期
継
続
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

契
約
を
定
め
る
条
例
」第
３
条

は
、「
長
期
継
続
契
約
に
関
し
必

要
な
事
項
は
規
則
で
定
め
る
」

と
し
て
い
る
が
、
平
成
19
年
の

条
例
制
定
以
降
、
規
則
の
制
定

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
長
期
継

続
契
約
に
該
当
す
る
契
約
は
ど

の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

②
長
期
継
続
契
約
は
、
契
約
期

間
を
複
数
年
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
町
は
今
後
も
契
約
期
間

を
単
年
度
と
す
る
方
針
か
。

③
長
期
継
続
契
約
は
、
債
務
負

担
行
為
※

の
設
定
が
な
く
て
も

契
約
締
結
で
き
る
。
複
数
年
契

約
を
実
施
し
た
場
合
、
議
会
の

承
認
が
な
い
ま
ま
契
約
を
結
ぶ

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
契
約
の

透
明
性
、
予
算
確
保
の
確
実
性

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
課

題
だ
と
考
え
る
が
、
町
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答

①
現
在「
該
当
す
る
業
務

の
基
準
」に
照
ら
し
て
判
断
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
規
則
で

定
め
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

②
費
用
対
効
果
や
安
定
し
た
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
確
保
、
商
習
慣

な
ど
を
考
慮
し
、
適
切
な
契
約

期
間
の
設
定
を
行
な
っ
て
い
く
。

③
長
期
継
続
契
約
は
、
債
務
負

担
行
為
が
な
く
て
も
契
約
締
結

で
き
る
。
法
に
定
め
る
手
続
以

外
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
た

上
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
・
学
校
等
関
係
機
関
と

の
連
携
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

事
業
所
の
誘
致
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
サ
ー
ビ
ス
は
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

④
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
所

す
る
支
援
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
が
日
常
的
に
生
活
す
る
場
で

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
と
教
育
委
員
会
と
連
携

し
、
通
級
指
導
教
室
※

の
拡
大

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

※
通
級
指
導
教
室
…
通
常
の
学

級
に
在
籍
し
な
が
ら
個
別
的
な

特
別
支
援
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
制
度

問

子
ど
も
、
高
齢
者
と
対
象

者
ご
と
に
区
分
け
す
る
の
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
は
家
族
を
ま

る
ご
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

第
５
期
総
合
計
画
に
は
家

族
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
理
念
も

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

芽室町の課題解決に、地域おこし協力隊員
を活用してはどうか
町長／観光分野において平成30年度からの採用に向け、
　　　内部検討を進めているところです。 吉田　敏郎議員

問

国
が「
人
材
」と「
財
源
」を

付
け
て
地
方
自
治
体
を
支
援
し

て
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
」

で
芽
室
町
の
課
題
解
決
に
活
用

し
て
は
。

答

本
町
で
も
地
域
課
題
の
明

確
化
と
解
決
に
当
た
る
人
材
確

保
を
検
討
し
続
け
、
観
光
分
野

に
お
い
て
平
成
30
年
度
か
ら
の

採
用
に
向
け
、
内
部
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
制
度
目
的
に
合
っ
た

活
用
の
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

過
去
に
本
町
で
も
協
力
隊

員
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
方
に

は
、
福
祉
と
観
光
の
連
携
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い
し
て

い
た
と
思
う
が
、
そ
れ
が
完
全

に
実
ら
な
い
ま
ま
、
任
期
半
ば

で
退
任
さ
れ
た
。
そ
の
方
が
残

し
て
い
っ
た
成
果
は
現
在
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
障
が
い
者
の
雇
用
と
い
う
、

町
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

の
要
点
を
担
っ
た
の
が
こ
の
時

の
協
力
隊
員
で
あ
り
、
そ
の
時

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
内
容
で

現
在
進
行
し
、
現
在
に
至
っ
て

一般質問
を終えて

地域おこし協力隊員は全国で約4,000名が活躍し、十勝管内でも約100名が活躍しています。ふるさと納税で活
気ある上士幌町には17名が様々な分野で活動し、町に良い刺激を与えているようです。

い
ま
す
。

問

観
光
分
野
以
外
で
の
活
用

検
討
は
し
て
い
な
い
の
か
。

答

内
部
検
討
し
て
い
く
段
階

で
、
常
に
こ
の
制
度
を
念
頭
に

置
い
て
、
非
常
に
有
効
で
あ
る

と
い
う
よ
う
な
事
業
が
見
え
出

し
た
ら
直
ち
に
結
び
付
け
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

た
だ
単
純
に
嘱
託
職
員
を
増

や
し
て
い
け
ば
い
い
で
は
な
く

て
、
３
年
先
の
成
果
と
い
う
も

の
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
こ
こ

に
力
点
を
置
き
な
が
ら
、
こ
の

制
度
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

活
用
に
あ
た
っ
て
町
は
、

も
う
少
し
柔
軟
に
、
都
会
の
若

者
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ

く
気
持
ち
が
必
要
で
は
な
い
か
。

準
備
は
当
然
大
切
だ
が
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に
、
地
域
課
題
の
解

決
の
た
め
に
積
極
的
に
雇
う
と

い
う
姿
勢
が
大
事
だ
と
思
う
が
。

答

全
く
そ
の
と
お
り
だ
と
私

も
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

お
願
い
す
る
行
政
も
、
受
け
と

め
る
地
域
社
会
も
、
そ
の
課
題

意
識
を
し
っ
か
り
持
た
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
柔
軟
性
を
持

ち
な
が
ら
考
え
て
い
れ
ば
い
る

ほ
ど
、
そ
こ
は
柔
軟
性
あ
る
が

ゆ
え
に
放
任
し
て
い
く
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
し
っ
か

り
し
た
考
え
方
の
中
で
頑
張
っ

て
い
た
だ
く
流
れ
を
作
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
ま
す
。

問

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

関
す
る
部
門
で
も
、
商
品
化
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
活
用
で
き
る
と

思
う
が
。

答

農
業
領
域
の
中
で
、
も
の

に
よ
っ
て
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
よ
う
な
方
々
に
来
て
い
た

だ
き
、
大
変
大
き
な
役
割
と
し

て
、
あ
る
い
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に

把
握
し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
な
い

よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
ど
ん

ど
ん
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

答

住
民
ニ
ー
ズ
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
は
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
よ

り
積
極
的
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

議
会
や
町
民
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
、
町
は
し
っ
か
り

踏
ま
え
、
そ
し
て
捉
え
る
も
の

は
捉
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地域おこし協力隊員
　人口減少や高齢化等の進行が著し
い地方地域に、都市等に住む人材を
積極的に受け入れ、地域の課題解決
（地域協力活動）を行ってもらうとと
もに、意欲ある都市住民のニーズに
応えながら、地方地域への定住・定
着を図り、地方地域力の維持・強化
を図っていくこを目的とした国の制
度。

長期継続契約の課題と
今後の運用方針は

町長／長期継続契約に該当する
　　　契約を規則で定めていきます。

債さ
い

務む

負ふ

担た
ん

行こ
う

為い

…
予
算
は
通

常
、
単
一
年
度
で
完
結
す
る

の
が
原
則
で
す
が
、
１
つ
の

事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終

了
せ
ず
に
後
の
年
度
に
お
い

て
も
負
担
＝
支
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
後
の
年
度
の
債

務（
負
担
＝
支
出
）を
約
束
す

る
こ
と
を
予
算
で
決
め
て
お

き
ま
す
。
こ
れ
を
債
務
負
担

行
為
と
い
い
ま
す
。

用
語
解
説
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平成29年６月定例会議一般質問町政を

問う

問
①「
平
和
・
非
核
宣
言
の
町
」

「
平
和
市
長
会
議
」加
盟
の
町
と

し
て
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
認

識
は
。

②
今
後
の
取
り
組
み
実
施
に
つ

い
て
は
。

答

①
私
は
、
我
が
国
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
が

恒
久
的
に
続
く
こ
と
を
強
く
願

っ
て
い
ま
す
。

②
今
後
の
取
り
組
み
の
一
例
と

し
て
、
非
核
・
平
和
宣
言
の
町

を
啓
発
す
る
た
め
に
、
町
の
シ

ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し
て
、
芽
室

町
公
共
サ
イ
ン
整
備
構
想
と
の

整
合
性
を
図
っ
た
、
整
備
計
画

の
策
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

こ
う
し
た
基
本
的
な
こ
と

に
つ
い
て
の
長
年
の
取
り
組
み

の
成
果
を
や
は
り
行
政
と
し
て

も
き
ち
ん
と
確
認
す
べ
き
と
い

う
考
え
に
つ
い
て
、
町
長
の
お

考
え
は
ど
う
か
。

答

宣
言
し
た
と
き
の
目
的
に

合
わ
せ
て
ど
う
評
価
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
が
私
は
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
一
般
政
策
の
よ

う
に
評
価
す
る
も
の
と
は
性
格

広島・長崎の被爆者が訴える
核兵器禁止・廃絶への支援強化を
町長／我が国が安心して暮らせる平和な社会が恒久的に
　　　続くことを強く願っています。 梅津　伸子議員

一般質問
を終えて

昨年党町議団で調査、今年も公安委員会に要請、両こどもセンター前に「飛び出し注意」ののぼりが設置されま
した。大切な子どもたち、地域みんなで見守りを。

一般質問
を終えて

「農業王国めむろ」をうたう芽室町。しかし残念ながら町独自の農業振興計画が策定されていません。将来の農
業振興のためにも明確なビジョンの策定が必要と考えます。

農業の振興について、現状と課題、
その対策をどう考えているか
町長／�現状と課題は把握しています。今後も農業者、
　　　関係機関と連携し、課題解決に努めます。 梶澤　幸治議員

問

①
雇
用
労
働
力
確
保
及
び

生
産
組
織
の
充
実
に
つ
い
て
現

状
の
課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

②
糞
尿
処
理
に
関
し
て
、
現
状

の
課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

③
農
地
基
盤
整
備
及
び
適
正
な

輪
作
体
系
に
つ
い
て
、
現
状
の

課
題
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

は
。

答

①
近
年
の
本
町
農
業
は
、

後
継
者
が
就
農
し
た
農
家
で
は
、

耕
種
・
畜
産
部
門
と
も
に
経
営

規
模
が
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
さ

ら
に
、
収
益
性
の
高
い
作
付
増

に
よ
り
、
家
族
労
働
力
の
み
で

は
補
え
な
い
状
況
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

今
後
は
、
雇
用
・
労
働
力
確

保
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
な

ど
と
連
携
し
、
方
策
を
検
討
し

ま
す
。

②
芽
室
町
酪
農
基
盤
整
備
構
想

を
策
定
中
で
あ
り
酪
農
家
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
め
む
ろ

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
問
題
整

理
と
今
後
の
対
策
を
具
体
的
に

検
討
し
ま
す
。

③
最
重
要
課
題
は
、
昨
年
の
災

害
に
よ
る
農
地
の
復
旧
で
、
被

災
し
た
農
地
が
以
前
の
肥
沃
な

農
地
に
完
全
復
旧
す
る
ま
で
は
、

災
害
復
旧
事
業
終
了
後
も
継
続

し
た
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
よ

る
土
づ
く
り
が
必
要
で
、
国
や

道
と
協
議
し
な
が
ら
、
早
期
完

全
復
旧
に
努
め
ま
す
。

　

輪
作
体
系
は
、
畑
作
４
品
の

作
付
バ
ラ
ン
ス
は
年
々
変
動
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
課
題
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
基
盤
整
備
や
輪

作
体
系
の
維
持
は
、
営
農
指
導

も
含
め
、
計
画
的
、
継
続
的
に

進
め
ま
す
。

問

昨
年
の
大
雨
で
被
災
し
た

農
地
復
旧
の
現
状
と
将
来
の
見

通
し
は
。

答

計
画
通
り
復
旧
は
進
み
、

ま
ず
は
災
害
復
旧
を
優
先
し
、

そ
の
後
、
土
地
改
良
、
土
づ
く

り
な
ど
基
盤
整
備
に
向
け
努
め

ま
す
。

問

輪
作
維
持
に
お
け
る
、
て

ん
菜
作
付
奨
励
策
の
評
価
は
。

答

作
付
は
横
ば
い
と
い
う
こ

と
で
一
定
の
評
価
を
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
ま
で
の
経
過
を
振

り
返
り
、
来
年
以
降
に
向
け
た

考
え
を
定
め
ま
す
。

問

①
武
道
振
興
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

②
総
合
体
育
館
第
２
ア
リ
ー
ナ

の
使
用
状
況
の
認
識
は
。

答

①
武
道
は
、
相
手
を
尊
重

す
る
気
持
ち
、
技
能
の
習
得
な

ど
を
通
し
て
礼
法
を
身
に
つ
け

る
な
ど
、
自
己
形
成
を
重
視
す

る
と
と
も
に
、
武
道
の
伝
統
的

側
面
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
や

固
有
の
文
化
を
習
得
す
る
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
過
程
に
お

け
る
武
道
の
振
興
は
有
意
義
な

も
の
が
あ
る
と
認
識
を
し
て
い

ま
す
。

②
少
年
団
活
動
は
、
練
習
日
や

練
習
時
間
の
あ
り
方
も
含
め
、

子
ど
も
や
保
護
者
、
指
導
者
間

で
運
営
方
針
や
指
導
理
念
を
理

解
し
合
い
な
が
ら
活
動
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

各
公
共
施
設
の
利
用
調
整
が
な

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
を
し

て
お
り
ま
す
。

問

中
学
校
で
の
武
道
必
修
化

の
成
果
は
。

答

十
分
に
導
入
の
目
的
を
果

た
し
て
い
る
考
え
ま
す
。

問

少
年
団
等
で
の
指
導
者
不

足
に
対
す
る
支
援
は
。

答

指
導
者
育
成
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
が
、
今
後
も
育
成
に

努
め
ま
す
。

問

練
習
回
数
を
増
や
す
た
め

空
い
て
い
る
公
共
施
設
の
活
用

は
ど
う
な
の
か
。

答

施
設
の
利
用
調
整
会
議
で

利
用
団
体
の
意
見
を
聞
い
て
調

整
し
て
い
ま
す
が
、
増
や
し
た

い
な
ど
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

他
の
施
設
な
ど
調
整
で
き
る
も

の
は
調
整
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

子どもの交通安全対策をどのように
取り組む考えか

町長／�日ごろから教育委員会と十分連携を図り、
　　　緊急的、日常的な対応に取組んでいます。

が
違
う
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
評
価
を
す
る
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
む
し
ろ
ま
だ
実
現
で
き

て
い
な
い
こ
の
非
人
道
的
な
核

兵
器
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
厳
し
い

目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
そ
の
よ
う
に
強
く
願

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

武道の練習場不足を
どう考えているか

教育長／各団体の理解のもと、
　　　　利用調整がされています。

問

①
町
内
に
お
い
て
、
住
民

等
か
ら
交
通
安
全
対
策
を
求
め

ら
れ
て
い
る
箇
所
等
、
現
状
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

②
子
ど
も
の
通
学
路
を
中
心
と

す
る
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の
認

識
は
。

③
子
ど
も
の
通
学
路
に
お
け
る

安
全
対
策
強
化
に
つ
い
て
の
課

題
と
解
決
策
に
つ
い
て
の
認
識

は
。

答

①
②
平
成
７
年
か
ら
交
通

安
全
対
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る

箇
所
は
約
１
３
０
カ
所
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
通
報
や
要
望
を

受
け
た
際
に
は
、
速
や
か
に
関

係
機
関
と
情
報
共
有
し
、
現
状

把
握
、
確
認
後
、
解
決
に
向
け

た
協
議
を
図
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
通
報
や
要
望
の
内
容
は
、

町
が
事
業
主
体
者
で
な
い
要
望

が
多
く
、
町
と
し
て
速
や
か
に

実
施
で
き
る
方
策
を
検
討
、
判

断
す
る
な
ど
、
段
階
的
な
対
応

を
視
野
に
入
れ
て
解
決
を
目
指

す
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

③
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
、
関
係

法
令
等
の
基
準
を
満
た
す
道
路

構
造
等
の
維
持
と
確
保
。
ソ
フ

ト
対
策
と
し
て
、
道
路
環
境
に

応
じ
た
交
通
安
全
の
指
導
、
啓

発
事
業
実
施
を
並
行
さ
せ
る
な

ど
、
複
数
の
方
策
を
組
み
合
わ

せ
て
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
。

特
に
ソ
フ
ト
対
策
は
、
人
と
し

て
及
び
社
会
と
し
て
の
自
覚
、

認
識
や
実
践
力
に
基
づ
く
も
の

で
、
今
後
も
継
続
す
べ
き
不
変

の
姿
勢
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
教
育
委
員
会
と

十
分
連
携
を
図
り
、
緊
急
的
、

日
常
的
な
対
応
に
取
組
み
、
今

後
も
継
続
し
ま
す
。

問

１
３
０
カ
所
の
要
望
の
う

ち
、
解
決
し
た
箇
所
、
も
し
く

は
改
善
さ
れ
た
箇
所
と
い
う
の

は
何
か
所
あ
る
の
か
。

答

信
号
機
が
３
カ
所
、
一
時

停
止
標
識
が
５
カ
所
、
横
断
歩

道
の
設
置
が
１
カ
所
改
善
さ
れ

て
い
ま
す

問

そ
の
他
の
場
所
の
改
善
の

見
通
し
は
。

答

継
続
し
て
強
い
要
望
が
が

あ
る
と
こ
ろ
、
迅
速
性
を
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
今
の
と

こ
ろ
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
可
能

な
も
の
は
要
望
と
し
て
国
な
ど

関
係
機
関
に
継
続
し
て
要
望
を

上
げ
る
も
の
は
上
げ
て
い
き
ま

す
。
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平
成
29
年
度
７
月

２
会
計
の
補
正
予
算
案
、
原
案
可
決
。

一般会計の補正内容（歳出のみ）

一
般
会
計
は
２
，
２
７
５
万
５
千
円
増
額
、

�

総
額
１
１
８
億
４
，
７
２
１
万
８
千
円

７月
補正予算

　

７
月
18
日
、
補
正
予
算
を
議
題
と
し
た
臨
時
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
及
び
上
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
案
が
町
か
ら

提
案
さ
れ
、
質
疑
な
ど
の
審
議
の
結
果
、
全
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部（
要
約
）を
掲
載
し
ま
す
。

項　目 金　額（円） 主　な　内　容
総 務 管 理 費 1,721,000 九州北部豪雨災害支援職員旅費ほか
農 業 費 6,918,000 地域新エネルギー導入加速化調査委託料ほか
予 備 費 △5,639,000
公共土木施設災害復旧費 6,740,000 災害復旧調査設計委託料
その他公用公共施設災害復旧費 1,696,000 新嵐山排水管災害復旧工事実施設計委託料

文教施設災害復旧費 11,319,000 美生川河川敷公園パークゴルフ場災害復旧工
事実施設計等委託料

問

工
事
の
時
期
と
、
財
源
の

見
通
し
は
。

答

被
災
前
と
同
じ
18
ホ
ー
ル

の
造
成
を
目
指
し
、
今
年
度
内

に
実
施
設
計
を
行
い
、
災
害
復

旧
の
補
助
金
等
の
活
用
、
そ
の

採
択
に
向
け
て
事
務
手
続
き
を

進
め
、
平
成
30
年
度
以
降
の
工

事
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問

今
回
の
派
遣
費
用
計
上
に

至
っ
た
経
過
及
び
、
派
遣
の
内

　

７
月
５
日
に
発
災
し
た
九
州

北
部
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
自
治
体
へ
の
支
援
職

員
派
遣
費
用
と
し
て
、
１
回
１

人
の
派
遣
14
日
間
、
の
べ
４
回

派
遣
を
想
定
し
、
旅
費
１
２
８

万
２
千
円
、
現
地
で
の
レ
ン
タ

カ
ー
使
用
料
３
３
万
５
千
円
、

同
燃
料
費
１
０
万
４
千
円
の
補

正
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

九
州
北
部
豪
雨
災
害
へ

支
援
職
員
の
派
遣
費
計
上

容
に
つ
い
て
。

答

本
町
が
本
年
度
初
め
て
参

加
し
た
水
害
サ
ミ
ッ
ト
※

か
ら

の
支
援
依
頼
に
応
え
る
も
の
で
、

７
月
10
日
時
点
で
は
、
大
分
県

日
田
市
へ
の
被
災
家
屋
調
査
員

の
派
遣
及
び
、
福
岡
県
朝
倉
市

へ
の
派
遣（
業
務
未
定
）で
、
今

後
、
両
市
か
ら
正
式
に
支
援
要

請
が
あ
っ
た
場
合
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
必
要
な
予
算
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

水
害
サ
ミ
ッ
ト
と
は

　

大
水
害
を
経
験
し
た
自
治
体

の
首
長
ら
が
、防
災
や
減
災
の
あ

り
方
を
意
見
交
換
を
す
る
会
議
。

問

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

が
起
き
て
い
る
現
状
か
ら
災
害

に
対
す
る
芽
室
町
の
基
本
的
な

支
援
姿
勢
を
条
例
な
ど
制
定
し
、

あ
る
程
度
基
準
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

災
害
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
の
と

こ
ろ
条
例
な
ど
に
よ
る
基
準
制

定
は
考
え
て
お
ら
ず
、
今
回
の

よ
う
に
関
係
す
る
団
体
、
機
関

か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
状
況
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
都
度

判
断
し
、
昨
年
本
町
が
被
災
し

た
時
、
多
く
の
支
援
を
受
け
た

感
謝
の
気
持
ち
と
、
経
験
か
ら

得
た
知
見
を
活
か
し
、
可
能
な

限
り
要
請
に
応
え
た
い
で
す
。

美
生
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

復
旧
に
向
け
費
用
計
上

７月補正予算／議会白書／審議した議案と各議員の賛否

平成29年７月分　延べ18時間51分活動しました！

会　議　名
日　　時 休憩

時間
実質
時間

議　　件
傍聴
人数

ネット中継
アクセス数会議時間

本 会 議 ７月臨時会議
７月１８日

０:１５ １:０２
・専決処分について報告の件
・平成２９年度芽室町一般会計補正予算（第４号）他

２ （７９）
１０:３０～１１:４７

全 員 協 議 会 第３回
７月１３日

０:００ ０:４９
・平成２９年度第１回議会モニター会議について
・議会報告と町民との意見交換会の実施について

２ （５９）
１３:３０～１４:１９

常 任 委 員 会

総務
経済

第10回
７月１３日

０:１３ １:１９
・台風被災企業からの要望対応について
・公共施設等総合管理計画の見直しについて
・合併処理浄化槽基本計画の策定について

３ （５９）
１４:４０～１６:１２

第11回
７月１９日

１:３０ ５:００
・町内施設視察について
・農作物等生育状況調査について

０ ※
９:３０～１６:００

第12回
７月２４日

０:１８ １:２８
・水害対応タイムラインについて
・避難所運営マニュアルの策定について
・地域防災計画の改正について

１ （２４）
９:３０～１１:１６

厚生
文教

第９回
７月１８日

０:０２ ０:２７

・�芽室幼稚園園舎建て替え事業の進捗状況につい
て
・�芽室中学校体育館改修工事に伴う体育施設等の
代替について

２ （７９）
１３:００～１３:２９

議 会 運 営 委 員 会

第７回
７月３日

０:１６ １:４４
・議会だより７月号について
・議会だより８月号の編集企画について�他

１ ４７�
９:３０～１１:３０

第８回
７月１１日

０:０１ ０:４２
・�平成２９年芽室町議会定例会７月臨時会議の運営
について
・６月定例会議の振り返りについて　他

０ ７３�
９:３０～１０:１３

第９回
７月２４日

０:００ ０:３２ ・議員研修について� ０ （２４）
１３:３０～１４:０２

予 算 決 算 特 別 委 員 会 第４回
７月１８日

０:０３ １:0３
・平成２９年度芽室町一般会計補正予算（第４号）
・�平成２９年度芽室町上水道事業会計補正予算（第
１号）

２ （７９）
１０:３８～１１:４４

小　計 16:４４ ２:３8 1４:０6 計1３ 平均３1.3

議 員 研 修 会
北海道町村議会
議 長 会 議 員
研 修 会

７月４日
０:１５ ２:４５

・慶應義塾大学経済学部教授　金子　　勝 氏
　『トランプ政権と日本経済－地域経済への影響は？』
・日本放送協会解説副委員長　島田　敏男 氏
　『日本政治の昨日・今日・明日』

ー ー
１３:００～１６:３０

第 １ 回 議 会 モ ニ タ ー と
町 議 会 と の 意 見 交 換 会

７月２１日
０ ２:００

・平成２９年度政策形成サイクル抽出事業の説明
・モニターとの意見交換

ー ー
１８:３０～２０:３０

小　計 ５:００ ０:1５ ４:４５ ー ー

合　計 21:４４ ２:５３ 18:５1 計1３ 平均３1.3

（　）　同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
※インターネット中継を実施しなかった会議

※広瀬重雄議長は採決には加わりません。青木定之議員は欠席です。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

渡
辺
洋
一
郎

梶
澤　

幸
治

立
川　

美
穂

早
苗　
　

豊

中
村　

和
宏

寺
町　

平
一

正
村
紀
美
子

吉
田　

敏
郎

中
野　

武
彦

常
通　

直
人

梅
津　

伸
子

西
尾　

一
則

髙
橋　
　

源

柴
田　

正
博

審
査
結
果

議　

決　

日

報　　告 専決処分について報告の件 報告事項のため、採決はありません 受　　理

7/18議　　案 平成29年度芽室町一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議　　案 平成29年度芽室町上水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

審議した議案と各議員の賛否 ７月臨時会議

議会白書

　

昨
年
被
災
し
た
美
生
川
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
復
旧
費
用
と
し
て

１
，
１
３
１
万
９
千
円
の
補
正

予
算
計
上
が
計
上
さ
れ
た
。

問

今
回
、
実
施
設
計
委
託
料

を
計
上
す
る
経
過
は
。

答

当
初
、
北
海
道
か
ら
は
、

美
生
川
河
川
敷
の
原
形
復
旧
が

で
き
な
い
と
い
う
説
明
を
受
け
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
復
旧
は
断
念

し
て
い
ま
し
た
。
今
般
、
北
海

道
か
ら
、
他
の
河
川
の
改
修
等

に
伴
う
砂
利
等
を
活
用
し
て
、

美
生
川
河
川
敷
を
復
旧
す
る
と

い
う
報
告
を
い
た
だ
き
、
そ
の

こ
と
か
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
復
旧
を
目
指
し
、
今
回
、
実

施
設
計
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
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調査

追跡　一般質問のその後／研修レポート／調査

　

７
月
19
日
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会

は
、
町
内
農
作
物
等
の
生
育
状
況
調
査

を
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
を
は
じ
め

と
す
る
町
内
関
係
団
体
・
機
関
と
の
合

同
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
３
カ
所
の
農
地
を
回
り
、

芽
室
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
職
員
等
か

ら
、
新
た
な
農
作
物
や
最
新
の
農
業
技

術
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
期
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
は
、
農
家
さ
ん
の
経
験
則

や
、
毛
の
色
、
穂
の
張
り
具
合
な
ど
で

見
極
め
て
い
ま
し
た
が
、
気
象
情
報
と

過
去
の
平
均
気
温
な
ど
の
情
報
を
活
用

し
、
収
穫
適
期
を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
現
在
試
行
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。　

　

ま
た
、
て
ん
菜
は
、
今
ま
で
春
先
か

ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
苗
を
育
て
、
５

　

地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、
災
害

時
の
避
難
所
で
何
を
す
る
べ
き
か
を

学
ぶ
た
め
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
役
場
総
務
課
地
域
安

全
係
の
職
員
を
講
師
に
、
議
員
14
人

が
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

全
道
の
議
員
を
対
象
に
し
た
研
修

会
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に

は
全
道
か
ら
１
，
８
０
０
人
の
議
員
、

本
町
か
ら
は
14
人
の
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
金
子
勝
氏（
慶
應

義
塾
大
学
教
授
：
左
写
真
）、
島
田

敏
男
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副
委
員
長
）に

よ
る
講
演
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
レ
ビ

で
も
お
な
じ
み
の
講
師
で
す
。

　

日
本
経
済
・
地
域
経
済
、
日
本
の

政
治
に
つ
い
て
、
政
財
界
の
ト
ッ
プ

か
ら
生
の
声
を
聞
い
て
い
る
方
の
講

演
は
真
実
味
、
説
得
力
が
あ
り
、
国

や
大
都
市
が
抱
え
る
課
題
は
、
い
ず

れ
私
た
ち
国
民
全
体
、
ま
た
地
方
行

政
に
大
き
な
影
響
・
負
担
が
あ
る
と

に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

農
作
物
等
生
育
状
況
調
査

先
進
農
業
に
驚
き
！ 

７
月
４
日

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

７
月
21
日

Ｈ
Ｕ
Ｇ
研
修（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）

　

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
避
難
所
の
図
面

を
貼
り
、
そ
の
図
面
に
避
難
者
の
札

を
１
枚
づ
つ
適
切
な
場
所
に
置
い
て

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
避
難
者
の

札
に
は
氏
名
、
性
別
、
持
病
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
て
、
身
体
の
状
況
な

ど
に
よ
り
、
避
難
所
の
ど
の
場
所
が

適
切
な
の
か
、
課
題
を
み
ん
な
で
考

え
て
、
配
置
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
高
齢
者
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、

乳
幼
児
、
さ
ら
に
は
ペ
ッ
ト
な
ど
、

ク
リ
ア
す
る
べ
き
課
題
が
次
々
と
現

れ
、
現
実
を
想
定
し
、
悩
み
ま
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

研修
レポート

過去の定例会議で行った、町の考え方を問う一般質問が、
その後、町の政策ににどのように反映されたのか追跡します。

一般質問のその後一般質問のその後追跡
CHECK

平成29年度予算「サイクルツーリズムの推進」
として11万９千円を計上（商工観光課）
　町長は「これまで観光資源として気づかれなかっ
た地域資源に着目し「食」と「景観」をサイクルツーリ
ズムで結び付け、五感で体験する観光事業の発掘に
取り組みます」（平成29年３月議会）と発言。
　担当課は「６月までに町、観光物産強化、町民を
交えた協議会を設け、その後すぐにルートづくりな
どをはじめ10月にはルートを確定したい」また「この
事業は３年計画で考え、今年１年目は準備、２年目
に発信、３年目に発展と考え、その後は観光物産協
会などに引き継ぎたい」（平成29年５月総務経済常任
委員会）と発言。

町長答弁（平成27年９月）

今までも、これからも検討していきます
　芽室の市街地から嵐山までのサイクリングロード
ということは、過去から何回か検討してきましたが、
今のところ作りにくい状況です。
　ただ、嵐山と美生道路のラインは、まだ諦めてい
るわけではなく、コースづくりをしたいという思い
を持ってます。

渡辺洋一郎議員の質問（平成27年９月一般質問）

芽室遺産である10線防風林の計画的整
備と今後の活用について　　　　　　
　嵐山から10線防風林に向かい、南下して上美生に
抜けるサイクリングコースを設定することで、キャ
ンプ場に滞在している方や、町外
から来て芽室町に滞在する方など
に芽室の魅力を知っていただくア
クティビティになると思います。

サイクリングによる観光振興

その後

質問

町内中小規模河川の暫定版タイムラインを
策定（総務課）
　担当課は「平成28年台風10号災害対応検証報告書
の中で、タイムラインの導入を検討すると記載して
います。以前、タイムライン導入の質疑があり、現
在検討しているが、中小規模河川では難しいと回答
しました。今回、暫定版ではありますが策定をしま
した」（平成29年７月総務経済常任委員会）と説明した。

立川美穂議員の質問（平成28年12月一般質問）

事前防災行動計画（タイムライン※）を策定
し地域防災計画に盛り込むべきでは
　水害や雪害など、災害までの現象が長時間に及び、
被害の規模等が想定できる「進行型災害」は早期の段
階での情報把握と各機関との連携を持つことで防災
と減災が可能になります。

※タイムラインとは、「いつ」、「誰が」、「何をするのか」
をあらかじめ時系列で整理した防災計画。米国でハ
リケーン災害の事後検証に基づき考案され、国土交
通省が策定を推進している。

事前防災行動計画（タイムライン）の策定

その後

町長答弁（平成28年12月）

検証結果により判断します
　現在台風10号の検証を進めているところであり、
この検証結果により判断します。

答弁

質問

　なお、この
タイムライン
は行政内部の
資料であるこ
とから、公表
はしないが、
町民が行動す
るべきことは
広報誌などで
周知するとの
こと。

畑
で
説
明
を
受
け
る
参
加
者

表
紙
写
真�

　

７
月
25
日
。
こ
の
日
の
最
高
気
温
は

27
・
８
℃
。
子
ど
も
た
ち
は
芽
室
公
園
で

水
遊
び
。
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
ポ
ー
ズ
を

決
め
る
少
年
。
夢
中
で
撮
り
続
け
、
決
め

の
ポ
ー
ズ
に
撃
た
れ
る
。
そ
し
て
、
う
し

ろ
を
向
き
最
後
の
決
め
ポ
ー
ズ
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月
頃
に
畑
に
移
植
す
る
の
が
通
常
で
し

た
が
、
直
接
畑
に
種
を
ま
く
機
械
が
開

発
さ
れ
、
試
験
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

成
功
す
れ
ば
、
春
先
の
農
作
業
軽
減
と

輪
作
体
系
の
確
立
に
つ
な
が
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

本
町
に
は
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
を
は
じ
め
、

数
多
く
の
農
業
研
究
機
関
な
ど
が
あ
り
、

今
回
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
進
農

業
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

答弁
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16友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る

スマートフォンサイト
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitterアカウント
@memuro_gikai

編
集

後
記

総務経済常任委員会の
抽出政策

厚生文教常任委員会の
抽出政策

■
芽
室
町
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
き
町
民
の
皆
様
と
の
意

見
交
換
会
を
今
後
行
う
予
定

で
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
少
し
で

も
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う

議
員
間
討
議
を
活
発
に
行
な中野　武彦

っ
て
い
き

ま
す
。

立川　美穂

■
好
天
に
恵
ま
れ
た
７
月
で

し
た
。
日
本
一
の
暑
さ
を
記
録

し
た
日
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し

た
ね
。
小
麦
を
皮
切
り
に
町
内

の
畑
で
は
次
々
と
収
穫
の
季
節

を
迎
え
ま
す
が
、
今
年
は
こ
の

ま
ま
天
気
に
恵
ま
れ
た
豊
穣
の

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
わ

ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ

ん
。

渡辺洋一郎

■
台
風
災
害
か
ら
１
年
が
経

ち
ま
す
。
全
国
各
地
で
自
然

災
害
が
続
き
、
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

先
日
議
会
で
も
避
難
所
運
営

に
関
す
る
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備
と

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て

い
く
こ
と

が
大
切
で

す
ね
。

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
と
厚
生
文

教
常
任
委
員
は
、
町
が
進
め
る
政
策
・

事
業
か
ら
、
議
会
と
し
て
政
策
提
言

に
つ
な
げ
る
べ
き
政
策
・
事
業
を
抽

出
し
ま
し
た
。
今
後
、
町
民
の
声
を

聴
き
、
調
査
を
行
い
、
議
会
と
し
て

町
に
政
策
提
言
を
し
、
町
政
へ
の
反

映
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会

で
は
２
項
目
、
厚
生
文
教
常
任
に
員

会
で
は
６
項
目
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　

来
年
３
月
の
政
策
提
言
に
向
け
、

調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

　

議
会
は
毎
年
度「
事
業
抽
出
→
調

査
→
政
策
提
言
」を
一
つ
の
サ
イ
ク

ル
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
民
の
声
を
町
の
政
策
に
つ
な
げ
る

平
成
29
年
度　

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み

議会が
動く！

１地域資源を活用した観光の振興 
・前年度からの継続事業
・ 新嵐山スカイパークは現在の総

合計画において「地域資源を生
かした観光振興には欠かせない
施設」と位置付けられている

・�町は今後、行政改革推進委員会
の専門部会から「行政改革の視点」
で新嵐山スカイパークの在り方
について答申を受ける予定で、
今後の動向については議会とし
て注視する必要がある

※�町は今年度から３年計画で「サ
イクルツーリズム」に取り組む
ことから、新嵐山スカイパーク
の在り方とともに、包括的な視
点で芽室町の「観光振興」の調査
を進める。

２農村地域公共交通手段
・前年度からの継続事業
・�市街地には「じゃがバス」が運行

しているが農村地域における公
共交通の手段が乏しいとの町民
の声がある

※�今後、住民の高齢化が進むと
ともに、高齢者の移動手段の確
保が重要課題と考えることから、
他自治体の先進事例などを研究
しながら、政策提言に向けて調
査を進める。

１公立芽室病院の総合的な医療体制の維持・発展
２高齢者福祉の充実
・�人権が尊重され、誰もが住み慣れた地域で安心して暮
らしていけるまちづくり（地域包括ケアシステム）を推
進していくことは喫緊の課題である
・�公立芽室病院の果たす役割は重要で、自立に向けた高
齢者福祉の充実、体制づくりが求められている

３スポーツのしやすい環境づくり
・�プールなど社会体育施設の老朽化が進み、町民からも
改善要望が寄せられている。また、美生川パークゴル
フ場復旧も町民の関心が高い
・�生涯にわたり、気軽にスポーツに取り組める環境づく
りが求められている

４学校教育の充実
・�義務教育の使命は、子どもの「生きる力」を身につける
ことであり「知識・技能」に加え、学ぶ意欲や、自ら学
び、考え、行動し、より良く問題解決するための資質・
能力など「確かな学力」が求められている

５生涯学習の推進
・�急激な社会変化で、家庭や地域社会の在り方も変容し、
子どもの育ちを支える新たな地域の結びつきや学校・
家庭・地域の教育力の向上への取り組みが求められて
いる

６安心して産み育てることができる子育て支援
・�地域で親や子どもを支える体制づくりにも力を入れる
必要がある

政策形成サイクルの
イメージ

⬆

⬇

⬇

事業
抽出

調査 政策
提言

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り
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